中 国 で 爆 増 する マル クス 主義 専攻 の 大 学院 の 背景 
ーー 「 国 の 補助 金 」 は 尽き つつ ある 


の つて 7 のり 記 あ ま ク だ っ だ 必 改 マル クズ 子 胡 学 好 の 数 朗 、 ご の 7 の 存 で 1440 世 あ まり に 炭 廊 し だ 。 7 に 
人 し ある ES — 紅 に の 0 BE だ ELM て ISDT で FS 。 


特約 ライ ター Michelle Zhang シン ガ ポ ボール 発 
2024 年 7 月 24 日 掲載 ※[ ] は 訳者 が 補記 し た 。 


原文 https://theinitium.com/article/20240724-mainland-schooL-of-marxism-studies 


2012 年 9 月 24 日, 河南 省 涯 河 市 。 マ ルク ス 
| の 肖像 画 の 前 で バド ミン トン を する 少年 。 撮影 : 
Jason Lee/Reuters/ 達 志 影 像 


呉 佳 (ウー・ ジ ャ ー) は 試験 に 落ち た 。 
彼女 は 「 由 緒 正 し い 」 の 研究 機関 に マル クス 主義 理論 の 博士 号 過程 の 履修 を 申請 し た 。 入 学 予定 者 リス ト を 見 る 


と 、 ぞ その うち の 一 人 は ヨー ロッ パ の 大 学 で 学士 号 を 取得 し た の ち に 北米 の 大 学 で 修士 号 を 取得 し て いた が 、 学士 
課程 も 修士 課程 も マル クス 主義 と は 無関係 だ っ た 。 上 呉 は 、 こ の 候補 者 が 認め られ だ 唯一 の 理由 は 彼 の 「 強 力 な 背 
景 」 に よる も の だ と 信じ て いる 。 


大 学内 で は 、 こ の 行為 は 総称 し て 「 学 位 ロ ンダ リン グ 」 と 呼ば れ て いる 。 こ れ は 、 国 内 の 「 赤 い 専 門 機関 」 の 最 
高 学 歴 を 取得 する こと で 、 以 前 の 「 反 動 的 」 な 海外 で の 学歴 を ロン ダリ ング て (洗浄) する こと で 、 博 士 課程 終了 
後に 党 〇 国家 機 関 へ の 就職 に 道 を 開く こと が で きる 。 


呉 佳 も 党 や 国家 機関 に 就職 を 希望 し て お り 、 それ が 両親 の 希望 に 従い 、 2017 年 に マル クス 主義 を 教え る 大 学院 
に 入学 を 申請 し た と き の 当 初 の 意向 だ どっ た 。 当 時 、 中 国 の さま ざま な 大 学 で マル クス 主義 の 大 学院 が 雨後 の 衛 の 
よう に 誕生 し て いた 。 北 京 の 有名 大 学 の マル クス 主義 大 学院 の 院長 は 、 全 校 の 教職 員 会 議 を 開い た と き 、 た め ら 
わ ず に こう 述べ だ た 。「 マ ルク ス 主 義 の 春 が や っ て 来 た 。」 


中 国共 産 党 は 創立 以来 、 マ ルク ス 主 義 を 指導 的 イデ オロ ギー と 理論 的 基盤 と し て きた 。 第 20 回 党 大 会 [2022 
年 1O 月 開催 ] で は 、 マ ルク ス 主 義 を 中 国 と 時 代 に 適 記 させ る 新た な 領域 を 切り 開く と いう 主要 な 課題 を 提案 し 、 
これ が 現代 中 国共 産 王 義 者 の 厳 再 な 歴史 的 責任 で ある と 強調 し た 。「 人 民 日 報 」 は 、 中 国共 産 党 が 中 国 の 革 症 、 
国家 建設 、 改 革 の 歴史 的 過程 で 成功 を 収め る こと が で きた 理由 は 、 最 終 的 に は マル クス 主義 の 実践 と 、 マ ルク ス 
主義 に 導 か れ た から で ある と する 記事 を 掲載 し た 。 

シカ ゴ 大 学 政 治 学部 ウィ リア ム ・C・ リ ービス 講座 の 楊 大 教授 は 、 現 在 の 中 国 の 政治 状況 に お いて 、 マ ルク ス 主 
義 学院 の 設立 は 党 の 要請 と いう 面 を ます ます 強め て お り 、 それ ゆえ に 主要 大 学 で の 設立 と 教職 員 の 配置 が 加速 し 
て いる 。 


教育 省 の 公開 デー タ に よる と 、 全 国 の 大 学 に 設置 され た マル クス 主義 の 大 学院 の 数 は 、2012 年 の 1OO 校 あま 
りか ら 2021 年 に は 1440 校 あ まり に 増加 し た 。2016 年 か ら 2021 年 まで に 、 マ ルク ス 主 義理 諭 は 一 級 レ 
ベル の 博士 学位 説 定 の 専攻 は 39 か ら 104 に 増加 し 、 一 級 レ ベル の 修士 学位 認定 の 専攻 は 129 か ら 279 に 増 
加 し た 。 認 定 専攻 数 は 他 の 学科 に 比べ て も トッ プク ラス に ラン ク さ れ て いま す 。 


また 、 202 1 年 末 現 在 、 全国 の 大 学 の 思想 政治 教育 学科 の 常勤 ・ 非 常勤 講師 数 は 12 万 7OOO 人 を 超え 、 2012 
年 より 7 万 4000 人 増加 し た 。 国 家 社 会 科学 基金 と 教育 省 の 「 繁 栄 計画 」 も 、 イ デオ ロ ギ ー と 政治 コー ス に 関 
する 特別 研究 プロ ジェ クト を 立ち 上 げ 、 過去 3 年 間 で 1OOO 件 近く の プロ ジェ クト が 承認 され 、 支 援 資 金 は 3 
億 元 近く に 達し た 。 中 国教 師 発展 財団 は 、 大 学 の 優れ た 思想 的 お よび 政治 的 教師 て マル クス 主義 理論 の 学生 を 表 
彰 す る 賞 基金 を 設立 し た 。 

し か し 、10 年 近く に わた る 爆発 的 な 発展 を 経て 、 こ の 「 春 」 も つい に 終わ り を 迎え つつ ある 。 

博士 課程 の 入学 が で き な か っ た 県 佳 に 対し て 、 先 輩 た ち は 、 こ こ 数 年 の 人 急 速 な 建設 に より マル クス 主義 の 教育 と 
研究 の 機会 は ほぼ 飽和 状態 で 、 来 年 も まだ この 「 春 」 が 続い て いる か どう か わか ら な い の で 、 来 年 も つ 一度 こ の 
専攻 の 博士 課程 に 記 募 する より も 、 現 在 の (マル クス 主義 で 修士 を 取得 し た と いう) 有利 な 状況 を 利用 し て さっ 


さと 就職 し て し まう ほう が いよ と アド バイ ス し た 。 マル クス 主義 の 大 学院 を めぐ る 競争 は ます ます 厳し く な る こ 
と が 予想 され て いる か ら だ 。 


異人 は ジレ ンマ に 陥っ た 。 


2021 年 12 月 16 日 、 中 国共 産 党 歴 史 館 の マル ク 
ス 像 に 見 入る 見 学者 ら 。 写真 : Andrea 
Verdelli/Getty Images 


国家 的 動員 に よっ て 「 春 」 を 
迎え た マル クス 主義 


2010 年 の 夏 、 楊 柳 (ヤン ・ リ ウ ) は 985 
大 学 の マル クス 主義 の 大 学院 に 入学 し た 
(985 大 学 と は 中 国教 育 省 が 1998 年 5 
月 に 策定 し た 、 中 国 ト ッ プ 39 の 大 学 を 含む 
世界 クラ ス の 大 学 を 建設 する 計画 を 指す ) 。 
当時 、 マ ルク ス 主 義 の 大 学院 は まだ 無名 で 、 
大 学 入試 の 合格 点 は 最 下 位 ラ ンク だ っ た 。 こ 
れ が 楊 柳 が この 専攻 を 志望 し た 動機 だ っ た 。「 成 績 が 悪く て も 985 大 学 に 入学 で きる 」、「985 大 学 を 卒業 す 
れ ば 公務 員 試 験 に も 有利 」 と 彼女 は 言 つ 。 


し か し 、 彼 女 の 父親 は 彼女 の 選択 に 強く 反対 し た 。 父 親 の 考え で は 、 マ ルク ス 主 義 を 学ぶ こと は 、 実践 的 な スキ 
ル を 何 も 学ば ず に 大 学 で 4 年 間 遊 ぶ こ と と 変わ ら な いと 考え た 。 父 と 娘 は 対立 し た が 、 家 族 や 友人 か ら 体 制 内 
の 「 指 導 者 」 と みな され て いた 遠縁 の 親戚 が 父 を 説得 し て くれ た こと で 、 父 親 は 最終 的 に 妥協 し た 。 


驚い た こと に 、2014 年 に 大 学 を 卒業 する 直前 に 故郷 の 省 の 選抜 生 に 応募 する 準備 を し て いた と き (選抜 生 と 
は 、 品格 と 学力 の 両方 を 備え た 大 学 新卒 者 を 地元 の 共産 党委 員 会 が 選抜 し 、 幹 部 の 予備 候補 生 と し て 現場 で の 実 
習 を 行う 制度 ) 、 楊 棚 は マル クス 主義 の 専攻 が 応募 資格 か ら 除 外さ れ て いる こと を 発見 し た 。 楊 柳 は 何 度 も 問い 
合わ せ て や っ と 、 マ ルク ス 主 義 は 西洋 ひらの 輸入 物 と みな され 、 選 抜 試験 で は マル クス 主義 の 専攻 に 対す る 「 政 
治 的 信頼 性 」 を 認め て いな い 、 と 知ら され た 。 


当時 は まだ 、「 マ ルク ス 主 義 の 春 」 の 巨大 な 波 が この 辺境 の 省 に 届い て いな か っ た 。 絶 望 的 に な っ た だ 楊 柳 は 、 党 
や 政府 機関 へ の 就職 を あき ら め 、 さ ら に 同じ 専攻 で 修士 を 取得 し て 、 就 職 す る こと に し た 。 


楊 柳 が 大 学院 生 と し て 過ごし た 3 年 の 間 に 、 母 校 の マル クス 主義 学院 の 受験 レベ ル が 上 が り の 続け る の を 目 の 当 
だ たり に し た 。 マルクス主義 の 学問 的 定点 を 強化 する た め 、 大 学 は 国際 関係 @ 国 際 政 治 な どの 専攻 を マル クス 主義 
学院 に 移設 し 、 マ ルク ス 主 義理 諭 を さら に 細分 化し 、 マ ルク ス 主 義経 済 学 、 中 国 の マル クス 主義 、 マ ルク ス 主 義 
と 新 時 代 の 社会 主義 思想 な どの 専行 に 細分 化し た 。 


教育 研究 を 充実 させ る た だめ 、 同 校 は 他 学 部 か ら マ ルク ス 主 義 学部 で 教え る 教師 を 誘致 する た め に 非常 に 高額 な 補 
助 金 を 出し た 。 さらに 、 こ の 学校 は 、 他 の 大 学 で 学ぶ マル クス 主義 関連 分 野 の 博士 や 修士 を 同 校 で 勤務 し て も ら 
つた だ ため に 高い 費用 を 払っ た 。 


「 も と も と 私 た ちの 大 学 に 入学 する 業 件 は 非常 に 高い も の で し た 。 多く の 大 学 で は ポス ドク 研究 者 の み を 採用 し 
て お り 、 博 士 課程 を 卒業 する た め に も 非常 に 高い 要件 を 課 し て いま し た 。 国際 ジャ ー ナ ル に 論文 を 掲載 し て いる 
こと は 当然 で し た 。 し か し マル クス 主義 の 大 学院 の 採用 は まっ だ ぐ く 別 枠 で し た だ 」 と 楊 柳 は 語っ た 。 


この 時 期 は 、 学 界 で 「 マ ルク ス 主 義 の ご O ボ ー ナ ス 」 と 言わ れ だ 時 期 の 始ま り だ っ た 。 


中 国 で マル クス 主義 教育 が 台頭 し て いる 理由 に つい て 、 楊 大 力 は 、 共産 党 の 観点 か ら 、 マ ルク ス 主 義 の 大 学院 の 
設立 は 共産 主義 イデ オロ ギー 教育 を 強化 する た めで あり 、 この 共産 主義 教育 は 直接 的 に は 愛国 応 に 基づい て いる 
と 述べ だ た 。 そ の 結果 、 現 在 の 政治 環境 で は 、 関 係 す る すべ て の 職員 が 国家 動員 に 参加 し な けれ ば な ら な い 。 


つま り 、 大 学 と 研究 機関 の 間 で 人 材 の 争奪 戦 が 起こ っ て いる の だ 。 


馬 詞 紅 は 、 2019 年 に 北京 の 有名 大 学 の マル クス 主義 の 大 学院 を 卒業 し 、 博士 号 を 取得 し た 。 この 大 学 は 2016 
年 に は すでに 教育 省 か ら 国 家 生 点 マ ルク ス 主 義 大 学院 と し て 認定 され て いた だ 。 こ の 学校 の 「 知 名 度 」 に より 、 彼 
女 は 就職 活動 の 際 に は 、 北 京 の 多く の 有名 大 学 や 研究 機関 か ら 引 く 手 あま た で あっ た 。 


就職 に 伴い 、 雇 用 先 が 北京 の 戸籍 取得 手続 き を し て 、 定 住 手当 を 支給 する こと は 基本 で 、 多 く の 大 学 は その ほか 
に も 、 毎 月 十分 な 生活 手当 を 支給 する こと を 約束 し た 。 


「 こ の よう な 売り 手 市 場 は 、 私 の よう な 田 樹 娘 に は 想像 も で きま せん で し た 。 間違い な ぐ 時 代 の 最 先端 に いる と 
思い まし た 」 と 語っ た 。 結 局 、 博 士 指導 教 官 の 勧め で 、 母 校 に 残っ て 教え る こと を 選択 し た 。 


彼女 は その 境遇 に 感 感謝 し つつ も 、 誰 も が 軽 茂 し た マル クス 主義 の 大 学院 に 入学 し て いな か っ た ら 、 自 分 の 運命 は 
違っ て いた か も し れ な いと 設 れ さえ 感じ た 。 


馬 過 紅 は 湖南 省 の 双 一 流 大 学 を 卒業 し た [中 国教 育 部 が 認定 する 一 流 大 学 と 一 流 学科 の 二 つ の 認定 を 持つ 大 学 の 学部 を 指す 。 
2017 年 で は 一 流 大 学 は 42 校 、 一 流 学科 は 140 大 学 の 465 学科 が 認定 され て いる 。「 双 一 流 」 は 5 年 に 1 度 見 直し が 行わ れ 

。 大学 受験 の 際 、 成 績 が 良く な か っ だ の で 志望 校 に 入学 する た め に お こ な っ た 選択 が 、 彼 女 と マル クス 主義 
大 学院 と の 運命 の 始ま り で も あっ た 。 


A NT 無事 に 入学 し 、 そ の 後 博士 号 取 得 を 目指 し て 勉強 し た 。 運命 の 歯車 が 回 り 始 め 

た 。 彼女 が 大 学院 の 学位 を 取得 する 頃 に は 、 マ ルク ス 主 義 の 大 学院 は 国 か ら 高く 評価 され て お り 、 当 時 人 材 が 不 
足 し て いた だ め 、 彼 女 の 修士 課程 の 指導 教官 は 昇進 し 、 博 士 課程 を 指導 で きる よう に な っ た 。 そ し て 彼女 は その 
指導 教官 の 最初 の 博士 課程 の 学生 こと な っ た 。 


馬 骸 紅 と 彼女 の 指導 教 宮 の 運命 の 飛躍 の 原動力 は 強力 だ っ た 。 2019 年 11 月 、 教育 部 は 「 新 時 代 の 大 学 に お け 

る 思想 ・ 政 治 理論 科目 の 教員 編成 に 関す る 規則 」 を 公布 し 、 大 学生 35O 人 当たり に 一 名 の 思想 ・ 政 治 教師 を 配 
置 す る よう 求め た (思想 ・ 政 治 教 育 科目 に は 「 マ ルク ス 教 義 の 基本 原理 」 、「 毛 沢 東 思想 の 理論 体系 と 中 国 の 特色 ある 社会 主義 」 、 
「 中 国 現代 史 概 説 」 、「 イ デオ ロ ギ ー と 道徳 の 濁 養 と 法 的 根拠 」 お よび 「 状 況 と 政策 」 が ある ) 。 こ の 規則 は 2020 年 3 月 
1 日 か ら 施 行 さ れ た 。 し か し 、 実は この 教員 と 学生 の 比率 は 、 教 育 部 の 「 高 等 教育 に お ける マル クス 主義 大 学院 
の 設置 基準 (201 7 年版 ) 」 で すでに 提案 され て いた も の で ある 。 


これ は 直接 的 に 、 一 般 の 学部 、 さ ら に は 短期 大 学 を 含 ず お マル クス 主義 の 学問 分 野 の 構築 の 急増 、 関 係 教員 教師 の 
増加 に つなが っ た 。 


2017 年 に 修士 号 を 取得 し て 卒業 し だ 楊 机 は 、 イデ オロ ギー 的 っ 


か つ 政 治 的 な 「 大 躍進 」 の 風 に 乗っ た 。 マ ルク ス 主 義 大 学院 の 騰 


修士 号 を 取得 し た 彼女 は 、 他 の 専攻 より も 幸運 な こと に 、 地 廊 
都市 の 中 レベ ル の 大 学 の 教師 と な り 、 マ ルク ス 主 義 の 原則 を 教 
える こと に な っ た 。 


1818:2016 


2018 年 5 月 4 日 の マル クス 誕生 200 周年 の 記 意 式典 で 講 
演 す る 習 近 平 国家 主席 。 写真 : Jason Lee/Reuters/ 達 志 影 像 話 “a Ei 


マル クス 主義 の 中 国 化 


カー ル ・ マ ルク ス の 巨大 な レリーフ が 左下 に 配置 され 、 そ の 周囲 に は 労働 者 に 挫 し た 小さ な レリーフ が あり 、 そ 
こ か ら 万 里 の 長城 が 伸び て お り 、「 マ ルク ス 主 義 大 学院 」 の 金色 の 光 で 輝く 文字 が 中 央 に 配置 され て いる 。 


これ は 、 有 名 な 985 大 学 の マル クス 主義 大 学院 の 入り 口 に 設置 され た レリーフ で ある 。 この 点 に 関し て 、 楊 大 
カカ に よる と 、 中 国 の マル クス 主義 大 学院 は 世界 で 唯一 、 特 定 の 「 主 義 | に ちな ん で 設置 され た 大 学院 で ある と い 
Ds 

この よう な 環境 は 、 マ ルク ス 主 義 大 学院 に お ける 強力 な 中 国 的 特徴 を 決定 づけ る も の で あり 、 大学 教師 の 楊 柳 か 
ら 仕 事 の 喜び と 達成 感 を 奪う つも の で も ある 。 


「 我 が 国 で は 、 マ ルク ス 主 義 を 学ぶ こと は 思想 ・ 政 治 教育 の 一 環 で す 。 選 想 ・ 政 治 教育 が 前 提 と な れ ば 、 私 た ち 
出発 点 と 終着 点 は 決し て 学問 で は な く な り ま す が 、『 マ ルク ス 主 義 』 と いう 看板 を 通し て 、 中 国 の 特色 を 備え た 
社会 主義 の 優位 性 を 実証 し 、 中 国 の 政治 シス テム の さま ざま な 利点 を 見 出す 方 法 を 研究 する こと が で きま す 」 と 
彼女 は 述べ た 。 


楊 柳 は 、 大 学 に 就職 する 前 か ら 、 自 分 に 仕事 が つう まぐ で きる か どう か に つい て 疑問 を 抱い て いた 。 そ の 原因 は 、 
修士 論文 の 準備 中 に 指導 教員 と 徹夜 で や ざり と り し た こと に あっ た 。 


楊 柳 の 当初 の 修士 論文 の タイ トル は 「 初 期中 国共 産 主 義 者 の マル クス 主義 実践 」 だ っ た が 、 彼 女 の 構想 を 受け 取 
っ た 指導 教 官 は 、 い つも と 違っ て 彼女 に 矢継ぎ早 に いく つか の 質問 を し た 。 ド イツ と 旧 ソ 連 に お ける マル クス 主 
義 の 役割 と は 何 か や マル クス 主義 は 中 国 で どの よう に 広まっ た の か や レー ニン 、 ス ター リン 、 そ し て 中 国共 産 党 
の 初期 指導 者 た ち は マ ルク ス 主 義 を どの よう に 解釈 し 、 拡 張 し た の が? 最後 に 、 指 導 教 官 は 彼女 に 、 学 者 と し 
て 、 真 の 問題 を 研究 し な けれ ば な ら な いこ と 、 迎 合 し た り 、 宣 伝 し た り 、 何 か し ら の 利益 を 得 た り し て は な ら な 
いこ と 、 また 無断 で 他 の 研究 者 の 考え を 修正 し て は いけ な いこ と 、 そ し て 勝手 に 学術 理論 を 構築 し て は な ら な い 
こと な ど を 厳粛 に 彼女 に 伝え た 。 


「 私 は 良い 先生 に 出会い まし た が 、 残 意 な が ら 覚 悟 を 決め る に は ちょ っ と 遅 す ぎました 。」 と 楊 材 は 言っ た 。 こ 
の 覚悟 の と も な う 人 生 と 、 そ れ に 伴い 派生 する 疑問 か ら 、 彼 女 は ここ で 年 間 働 いた 後に 退職 し た だ 。 


有名 な ドイ ツ の 学者 フレ ッ ド ・E・ シ ュ レ ー ダ ー は 、 マ ルク ス の 筆跡 を 特定 で きる 数 少な い 人 物 の 一 人 で あり 、 
また マル クス の 主 原 稿 を 読ん だ 今日 世界 で 数 少な い 学 者 の 一 人 で も ある 。 以 前 は 、 ベ ルリ ン 科 学 ア カ デ ミ ー の 新 
マル クス ・ エ ン ゲ ルス 全集 の 編集 委員 と し て 、 マ ルク ス の 未 出版 の 歴史 ノー ト の 整理 、 編 集 、 出 版 を 担当 し 、 そ 
こ か ら 新 た な 発見 を し た 。 


シュ レー ダー は イン タビ ュー の 中 で 、 い か な る レベ ル に お いて も 、 マ ルク ス は ドイ ツ 社 会 民主 党 や その 他 の 政党 
が 推奨 する マル クス で は な いと 述べ て いる 。「 厳 密 に 言え ば 、 マル クス 自身 は 反 マ ルク ス 主 義 者 で し た 」 と 述べ 、 
民族 革 病 や 暴力 革 病 を 含 ず お マル クス の 思想 の ほん の 一 部 だ けが 単 命 の 指導 者 レー ニン や ぞ その後 の 共 産 主 義 諸国 
の 政治 的 支配 に 受け 入れ られ た と いう 。 マル クス が 反対 し た 政治 に よる 経済 の 統制 、 リ ビエ ト の よう な 計画 経済 、 
そし て マル クス が 率先 し て 提唱 し た 経済 の グロ ー バ ル 化 は 、 そ の 後 の 政党 や 政府 に よっ て 無視 され た 。 


だ か ら こ そ ぞ 、 シ ュ レ ー ダ ー は 中 国 の 大 学 で 学生 に 講義 を し た 際 、 学 生 た ち が 真 実 の マル クス を 受け 入る こと が で 
き な い こと に 気がつい た と 語っ た 。 


学生 が 受け 入れ る こと が で きる の は 、 中 国 化 さ れ た マル クス で ある 。 


雨後 の 逢 の よう に 誕生 し た 多く の マル クス 主義 大 学院 に お いて 、 マ ルク ス 主 義 の 中 国 化 は 最も 多く の 教員 を 擁 す 
る 専攻 の 一 つ で ある 。 


マル クス 主義 の 中 国 化 の イデ オロ ギー 的 根源 は 、193O 年 5 月 に 書か れ だ 毛沢東 の 「 反 対 本 本 主義 (本 本 主義 
に 反対 する ) 」 で ある [ 志 沢 東 の いう 本 本 主義 と は 、 現 実に 依拠 する の で は な く 書物 や 指示 だ け に 従う 傾向 を 指し た ] 。 「 マ 
ルク ス 主 義 の 中 国 化 」 と いう 用 語 は 、 1938 年 1O 月 の 毛沢東 の 中 国共 産 党 第 6 期中 央 委員 会 第 6 回 会 議 の 
政治 報告 「 新 段階 議 」 で 初め て 登場 し た 。 そ の 意味 する と ころ は 、 マ ルク ス 主 義理 諭 と 中 国 の 国情 、 中 国 の 文化 
的 伝統 、 歴 史 と の 統合 を 指す 。 


この た だ ため 、 マ ルク ス 主 義 の 中 国 化 は 対外 的 に は 中 国共 産 党 の 政治 運動 と し て 認識 され て お り 、 ぞ の 核 記 は 時 代 の 
変化 て こと も に 更新 され 続け て きた 。2024 年 初頭 、「 人 民 日 報 」 は 、 マ ルク ス 主 義 を 時 代 に 適 訪 させ る 上 で の 新 
た な 飛躍 は 、 中 国 式 の 近代 化 を 成功 裏 に 促進 し 、 拡 大 させ る こと で あり 、 中 国 式 の 近代 化 こ は 強国 を 建設 し 民族 


を 復興 する 唯一 の 正しい 道 で あめ る と する 記事 を 掲載 し た 。 公 式 請 調 に よっ て 設定 され た この 理論 的 方 向 性 は 、 主 
要 大 学 に お ける マル クス 主義 の 中 国 化 研究 の 基盤 に も な っ て いる 。 


楊 大 力 の 見 解 で は 、 研 究 の 優先 順位 の 設定 や 研究 領域 に 制限 を 課す こと は 、 学 術 研究 を 他人 の 意見 に 従 つ 廊 向 に 
動か し 、 最 終 的 に は 真 の 学問 か ら 遠 ざけ て し まう こと に な る と いう 。 


「 そ れ は すべ て 決ま り の 文句 で 空虚 な 言葉 で あり 、 実際 的 な も の は ほとん ど あ り ま せん 」 。 李 紹 元 は この よう に マ 
ルク ス 主 義 の 中 国 化 に 関す る 教育 研究 セク シ ョ ン で の 学術 的 議論 を 説明 し た 。 李 紹 元 は 中 国 の 某 大 学 の 政治 社会 
管理 大 学院 の 准 教授 で 、 2020 年 に マル クス 主義 大 学院 の 建設 に 多額 の 資金 を 投じ た 際 に 、 マル クス 主義 大 学院 
の 教員 不足 か ら 、 他 の 大 学院 か ら 「 出 向 」 し た と いう 経歴 を 持つ 。 マ ルク ス 主 義 大 学院 は 彼 に 毎月 3.OOO 元 の 
追加 生活 手当 を 支給 する と 約束 し た 。 


楊 大 力 は 次 の よう に 指摘 し た 。「 中 国 の 現在 の 学術 制度 に お いて 、 マ ルク ス 主 義 は 第 一 級 の 学問 で あり 、 非 常に 
A nT NA i 
ん 、 真 剣 に 学術 研究 を し て いる 人 も いま す が 、 お 金 め 学業 上 の 地位 な どの リソー ス や 利益 を 求め て 研究 する 人 も 
お り 、 そ れ が マル クス 主義 大 学院 の 教員 の 質 らき だ の PC ます 」 


李 紹 元 が マル クス 主義 大 学院 に 出向 し た と き 、 ち ょ うど 大 学院 で は 「 マ ルク ス 主 義 大 学院 教員 コン クー ル 」 活動 
が 開催 され て お り 、 教 員 た ち は マ ルク ス 主 義 と 現代 中 国 の つなが りや ①、 中 国 が いか に 新しい 時 代 の 精神 を マル ク 
ス 主 義 へ 注入 する こと に 貢献 し た の か に つい て 熱 選 に 議 諭し て いた と いう 。 


李 紹 元 い わく 「 と て も 不快 で し た ね 。 吐 きそう に な っ て トイ レ に 駆け 込み まし だ よ 。3OOO 元 の 生活 手当 た め に 、 
こん な に 大 き な 精 神 的 トラ ウマ に 耐え る 価値 が あめ る の か と 思い まし た 。」 


有一 2005 年 10 月 5 日 に 北京 で 開か れ て いた だ ブック フェ ア 。 

| 男性 が マル クス 、 エン ゲル ス 、 レ ー ニ ン 、 ス ター リン の 肖 
像 画 の 下 で 立ち 読み し て いる 。 撮影 : Jason 
Lee/Reuters/ 達 志 影 像 


「 税 金 を 綱 る 」 こ と も 、 そ ろ そ うろ 限界 に 


事務 方 か ら の 圧力 と 個人 的 な 人 間 関 係 の た め 、 李 紹 元 は マル クス 主義 大 学院 を 半年 で 辞任 し た 。 そ れ ま で の 間 、 
彼 は 自分 も 信じ て いな いよ うな こと を 口 に せ ざ る を 得 な いこ と に と て も 悩み 、 友人 だ ただちに 「3OOO 元 で 毎日 ブル 
シッ ト ・ ジ ョ ブ だ よ 」 と 愚痴 を こ て ば し て いた と いう 。 


「 学 生 ら も 授業 中 は 寝 て いる の だ か ら 、 適 当 に や れ ば いい の で は 。 そ ん な に 真面目 に な る 必要 は な い だ ろ う 」 と 
友人 だ た ち は 彼 を 団 め まし た 。 


「 学 生 ら は 話 を 聞い て な いけ ど 、 上 司 は し っ か り と 聞い て る ん だ よ ! 」 と 彼 は 反論 し た 。 


マル クス 主義 大 学院 の 設置 状況 を 対外 的 に 示す た め 、 李 紹 元 の 授業 に は 、 学 部 長 〇 校長 、 さ ら に は 教育 局 の 高官 
ら を 含め る と 、1 日 に 最高 で 7 回 も の 視察 が めった と いう 。 顔 も 上 げ な い 学 生 に 向かっ て 教士 か ら 講義 続け る 
に は 、 精 神 的 に も か な り 緊 張 を 強い られ だ 。 視察 団 が 撮影 し た 活気 に あめ ふれ る 講義 の 様子 の 写真 は 、 大 学院 や 大 
学 に ある 優秀 若手 教員 の 掲示 板 に も 何 度 も 掲載 され だ た 。 


「 こ れ は すべ て 自己 夷 瞳 で す 。 互い に 騙し あい な が ら 、 一 緒 に 国 の 補助 金 を だ まし 取っ て いる の で す 」。 李 紹 元 
は 自分 の 写真 が 拡散 され る こと を 望ん で いな か っ た だ た 。 決 し て 名 準 な こと で は な いか ら だ と 強調 し た 。 


楊 柳 も 同じ 気持 ち だ っ た 。 前 に 教え て いた 学校 を 退職 し 、 企 業 へ の 就職 も 考え た が 、 あ れこ れ 回 っ た 後 、 指 導 教 
官 の 紹介 で 母校 に 戻り 、 マ ルク ス 主 義 大 学院 の 事務 職員 と な っ た 。 


事務 職員 に な っ た 彼女 は 、 中 国共 産 党 の 最高 指導 者 た ち が 公 に 行っ た さま ざま な 演説 と 、 そ の 背景 に ある 時 代 精 
神 を 常に 学習 し な けれ ば な ら な いと いう 。 


「 例 えば 、 私 は 最近 『 新 し い 性 質 の 生産 性 』 を 研究 し て お り 、 大 学院 に お ける マル クス 主義 研究 の 中 収 的 な 精神 
と より 良く 統合 で きる よう に 、 マ ルク ス 主 義 と 『 新 し い 性 忠 の 生産 性 』 と の 間 の 接続 点 を 見 つけ よう と し て いま 
す 」 と 楊 柳 は 語っ た 。 和 失業 期 間 中 に 苦し い 思 い を し た こと で 、 家 族 は 彼女 に 、 今 の 仕事 は と て も 良い 仕事 だ か ら 
大 切 に する べき だ と 繰り 返し アド バイ ス し た 。 


「 私 は 常に 、 現 在 の 仕事 を 仕事 と し て 扱 つ よう 自分 に 強い て きま し た 。 個人 的 な 価値 判断 は 絶対 に で きま せん 。 
その た め 、 毎 日 鼻 を つま ん で 目 を 閉じ て 働く こと し か で きま せん 」 と 楊 柳 は 語る 。 し か し 、 そ ぞ それで も プレ ッ シ ャ 
ー は 続い た 。 


事務 職員 の 仕事 と し て 、 大 学内 の さま ざま な 教育 研究 機関 か ら の 書類 を 作成 する プレ ッ シ ャ ー に 加え て 、 大 学院 
の 管理 職 ( 党 幹部 ) の スピ ー チ 原稿 を 準備 し な けれ ば な ら な いか ら だ 。 マ ルク ス 主 義 大 学院 は 現在 非常 に 人 気 が 
ある た め 、 大 学院 の 管理 職 は 、 国有 企業 や 政府 機関 が 党員 研修 を 実施 する 際 の 拍 待 講演 者 に な る こと が 句 繁 に あ 
る 。 そ の スピ ー チ 原稿 や パワ ボ 資 料 は 楊 柳 ら 事務 職員 が 作成 する 。 し か し 、 管 理 職 が 外部 で 講演 する 頻度 が 増え 
れ ば 、 当 然 に も 職員 ら の 負担 は 増大 する 。 


「 (マル クス 主義 の ) 『 春 の 到来 』 の も う 一 つの 意味 は 、 管 理 職 ( 党 幹 部 ) ら の 講演 収入 に も 春 が 到来 し た と い 
うこ と 」 と 楊 柳 は 語 「 他 の 職員 が 人 づ て に きい た と ころ 、 大 学院 の 管理 職 ( 党 幹部 ) の 講演 料 は 大 学院 の 給 
料 よ り も は る か に 多い そう で す 。 その た め 、 管 理 職 ( 党 幹 部 ) た ち は 喜 ん で 活動 に 参加 し た り 講 義 を し た りす る 
た め に 講演 に 出かけ ます 。 み ん な マル クス 主義 の 流行 と いつ 事実 を 利用 し て 、 手 っ 取り 早く 大 金 を 稼ぎ た いと 考 
えて いる の で す 。 ま さ に 『 こ の 好機 を 逃し て は な ら な い 』 と いう 格言 の 実践 で す 。」 


楊 柳 は 再び 辞職 を 考え た 。 し か し 、 過去 数 年 間 、 多 く の 機 関 で マル クス 主義 に 関す る 人 材 が 採用 され て いた の で 、 
員 は 今や 飽和 状態 に 近づい お り 、 そ の 方面 の 専攻 だ っ た 彼女 に は ボ ジ シ ョ ン は あま り 践 され て いな い だ ろ う 。 
彼女 は 退職 する まえ に 、 ど こ に 就職 で きる の か 、 ど ん な 仕事 が あめ る の か を 考え る 必要 が ある 。 


博士 課程 の 勉強 を 続け た り 、 公 務 員 試験 を 受け た り 、 人 在 業 で 党 建 設 の 業務 に 従事 し た り 、 大 学 で 思想 ・ 政 治 の 教 
師 に な っ だり 、 教 員 資格 証明 書 を 取得 し て 小 中 学 校 の 思想 ・ 政 治 の 教師 に な る 。 こ れ が マル クス 主義 を 専攻 し た 
学生 や 卒業 生 の 主 な 進路 と し て 人 気 が あ っ た 仕事 だ っ た 。 


し か し 、 最 近 は 事情 が 違っ て きた 。 


以前 は 、 大 学 は 専攻 の 違う 学生 が マル クス 主義 大 学院 へ 入学 する こと を 非常 に 歓迎 し て いた が 、 現 在 で は 、 受 験 
者 の 学部 専攻 と 、 学 歴 が 双 一 流 大 学 か 21 1 大 学 か 985 大 学 か を 条件 に し て いる 。985 大 学 の 博士 課程 卒業 生 
は 、 北京 や 上 海 な どの 大 学 で は そう 簡単 に 就職 で き な く な り 、 仕事 を 見 つけ る ため に は 地 訪 都市 を 探す し か な く 
な っ て いる 。 


選択 が 努力 を 上 回 る 時 代 は 永遠 に 終わ っ た よう だ 。 
この 転換 は いつ ご うろ 発生 し た の だ ろう か が 。 


「 具 体 的 な 時 期 を 特定 する の は 難し いで す 。 個 人 的 に は 202 1 年 か 2022 年 に な る の で は な いか が こと 思 つ 」 と 季 

紹 元 は 語る 。 202 1 年 は 、 中 国共 産 党 創立 100 周年 と され る 7 月 を 前 に 、 多く の 大 学 や 国有 企業 が 党 創 立 10O 

周年 を 祝っ た め に 党 へ の 忠誠 を 表明 する だ た め に 多大 な 努力 を 払っ て きた 。 さまざま な 式典 を 通じ て 、 指 導 者 ら と 
の 交流 を 深め 、 突 如 と し て 大 量 の 学生 や 社員 の 入党 を 承認 する な ど 、 社 内 の 党 づ くり も 本 格 化 し て いた 。 


し か し 2022 年 以降 、 状 況 は 急速 に 冷え 込ん だ 。「 社 会 全体 が コス ト 削 減 と 効率 向上 の た め に 従業 員 を 一 時 解 
雇 し て いる 中 、 国 有 企 業 も 無 綴 で は な いし 、 経 営 者 も 吊 か で は な い 。 RR 
益 を も た ら さ な いこ と を 知っ て いる が 、 し か し 、 彼 ら は 依然 と し て この よう な スタ ッ フ を 維持 する た め に 多額 
資金 を 費やし て いる 」 と 中 央 国有 企業 の 子会社 で 総務 を 担当 する 時 副 社 長 は 語っ た 。 


不 必要 な 経費 を 削減 する た め 、 党 創立 10O 周年 の 「 セ レモ ニー」 祝賀 会 の 後 、 こ の 副 社 長 は 企業 の トッ プリ ー 
ダー ら か ら 、 目 に 見 える 利益 を も た ら さ な い 党 建設 関係 の 人 材 を 段階 的 に 解雇 する よう 病 令 され た だ た 。 し か し 、「 上 
が ら 」 の Gh 舎 め イ 定期 に 行わ れる 舎 祭 に 対処 し た り 、 資 料 の 整理 や 党 指 導 者 の 演説 の 資料 作り な ご 、 党 建設 の 業 

務 に 携わる フル タイ ム の 職員 を 一 人 は 残す よう に 企業 トッ プ に 要請 し た 。「 は っ きり 言う と 、 ほか の 部 署 へ の 負 
担 を 減ら す 役 割 で す 」 と 副 社 長 は 率 四 に 語っ だ 。 


馬 胴 紅 は 、 学 生 た ち に 、 大 学 を 卒業 し た ら で き る だ け 早 く 仕事 を 見 つけ る よう 、 ま ず 「 欠 員 」 が ある か どう か を 
見 つけ る よう に アド バイ ス し て いる 。 今後 、 いま の 就職 状況 が 続く と は 限ら な いか ら で あ る 。 


「 な ぜ な ら 、 マ ルク ス 主 義 関連 を 専攻 し た 学生 の 就職 の 方 向 性 は 間違い な く 『 税 金 』 を 食べ る こと だ か ら で す 。 
教師 で あろ うと 、 公 務 員 で あろ うと 、 あ る い は 党 建 設 に 従事 する 職員 で あろ うと 、 み ん な 『 財 政 支 出 』 に 頼る こ 
と に な る で し ょ う 。『 欠 員 』 は すぐ に 奪わ れ て し まう の で 、 ど ん な に 学歴 が 高く て も 役に立た な い の で す 」 と 彼 
女 は 言っ た 。 


2023 年 7 月 1 日 の 武漢 。 中 国共 産 党 建 党 
102 週 年 の 時 に 武漢 革命 博物 館 で マル クス 、 
エン ゲル ス 、 レ ー ニ ン の 肖像 画 の 前 で 撮影 
る 学生 。 撮影 : Ren Yong/SOPA Images via 
Getty Images 


「 市 場 テ スト 」 の 結果 待ち 
馬 豚 紅 の 判断 は 常に [労働 力 ] 市 場 に よっ て 測 ら れる 。 


2024 年 4 月 、 杭 州 市 党 学 校 は マル クス 主義 理論 の 教育 ・ 研 究 ス タッ フ と マル クス 主義 理論 雑誌 の 編集 者 を 募 
集 し た が 、15O 人 以上 の マル クス 主義 大 学院 の 博士 課程 卒業 生 が 応募 し た 。 こ の 状況 に 関し て 、 北 京 の 有名 な 
985 大 学 の 時 教授 は 、2024 年 に は マル クス 関連 専攻 の 博士 号 の 価値 が 崩 れ 落 ち 、 博 士 課程 の 学生 が 就職 先 か 
ら 受 け 取 っ た 生活 手当 が 減少 する 年 に な る だ ろう と 述べ た だ た 。 彼 の 学生 が 就職 後に 受け 取っ た 生活 手当 は 2019 
年 の 6O 万 元 か ら 、 現 在 で は 3O 万 元 、 さ ら に は 10 万 元 人 に まで 減少 し た と いつ 。 


し か し 、 マ ルク ス 主 義 研究 の 食物 連鎖 の 頂点 に いる 博士 課程 の 学生 が そう で あれ ば 、 普 通 の 大 学 の 学部 生 や 修 士 
課程 の 卒業 生 と いっ た より 広範 な グル ー プ の 待遇 の 低下 は 、 す で に 危機 的 状況 に な っ て いる 可能 性 が ある 。 


修士 号 を 取得 し て いる 楊 柳 は 、 早 い 段 階 で 「 欠 員 」 に 潜り 込め た こと を 幸運 に 思う こと が ある 。 彼 女 が 母校 に 戻 
っ て か ら 2 年 目 、 彼女 が 働い て いた マル クス 主義 大 学院 は 採用 基準 を 引き 上 げ 、 事務 職員 に は 博士 号 の 取得 を 義 
務 付 けた 。 


自分 を 「 幸 運 な 人 」 と 呼ぶ 楊 柳 は 、 今 の 職 を 辞め た ら 失 業 し て し まう と 確信 し て いる 。「 資 料 を つく る か スピ ー 
チ 原 稿 を 書く こと し か で きま せん 。 労 働 市 場 で は 私 は 間違い な く 役 立た ず で す 。.」 


2023 年 に 他校 の 大 学院 に 入学 で きず 、 母校 の マル クス 主義 大 学院 に 入学 し た 李 夢 実 も 、 非常 に 不安 を 抱え て い 
る 。 大卒 就職 率 の 低下 が 続く 中 、 各 大 学 は 就職 率 の 数 字 を より 「 き れい に みせ る 」 た め 、 大 学院 生 や 博 士 課 程 の 
学生 の 入学 の さい に 、 自 校 卒業 生 ( 既 卒 者 ) の 入学 を 優先 する こと に し た (修士 号 ま た は 博士 号 の 過程 に 進学 し 
た 者 は 大 学 就職 率 統計 の 「 就 職 」 欄 に 記載 され る ) 。 


この 暗黙 の ルー ル の 恩恵 を 受け た 李 夢 実は 、 将 来 に つい て 不安 を 抱え て いる 。 彼 が いる 985 大 学 の マル クス 主 
義 大 学院 の 2024 年 の 修士 課程 卒業 生 の うつ ち 、 博 士 号 試験 に 合格 し た 者 を 除い て 、 半 数 近く は まだ 内 定 を も ら 
っ て いな いか ら が 。 内 定 を も ら っ た うち 、 党 学校 で 党 理論 構築 の 業務 に 携わる か 、 公 務 員 試験 に 合格 し た 学生 が 
比較 的 良い 選択 肢 と いえ た 。 

「 し か し 今 で は 、 マ ルク ス 主 義 専攻 の 学生 が 公務 員 を 受験 し て も 優遇 は あり ませ ん 。 法律 、 文 学 、 政 治 、 歴 史 、 


その 他 の 分 野 の 学生 と 同じ 条件 で 試験 を 受け る 必要 が あり ます 。 競争 の プレ ッ シ ャ ー は 依然 と し て 非常 に 高い で 
す 。 思想 政 治 担当 の 教員 や マル クス 主義 原理 を 教え る こと は 、 私 に と っ て 非常 に 苦痛 で す 」 と 李 夢 石 は 語 


就職 に 成功 し た 人 だ た ち も 楽 な 生活 を 送っ て いる わけ で は な い 、。 沈 燕 は 李 夢 石 の 修士 課程 の 先輩 で 、 2022 年 に 修 
士 号 を 取得 し て 卒業 し た 後 、 地 元 の 市 の 党委 員 会 の 党 学 校 に 就職 し 、 地 元 の 幹部 に マル クス 主義 の 原則 を 教え る 
研修 を 担当 し て いる 。 マルクス主義 理論 を 用 いて 、 共 産 党 幹 部 が 習得 すべ き 理 論 的 知識 と 必要 な イデ オロ ギー を 
説明 する 。 


し か し 、 こ の 仕事 を 一 年 半 続 けた が 、 沈 燕 は 退職 する こと を 決意 し た 。 彼女 の 月 給 は 5OOO 元 に も 満た ず 、 講義 
の ほか に 、 延 久 と 続く 会 議 に 出席 し 、 延 と 資料 を 書き 、 毎 日 午後 9 時 まで 働か な けれ ば な ら な か っ た だ た からだ 。 
さら に 、 より 重要 な こと は 、 中 央 政府 が 発行 し た 文書 と 上 級 指導 者 の 演説 に 矛盾 が ある こと が ある と いう こと だ 。 
彼女 は 党 学校 の 講師 と し て 、 そ の よう な 不正 確 な 点 に 対処 する 際 に は 特に 注意 する 必要 が ある 。 も し ズレ が 発覚 
する と 重い 処分 を 受け る か ら だ 。 沈 燕 と 同僚 は 、 こ ん な わずか な 賃金 の わり に 、 常 に 警戒 する 必要 が ある この 状 
況 を 「 小 さ な お 寺 が 妖怪 の 台風 に 見 狂わ れる 」 と ひそ か に 表現 し た 。 


大 き な プ レッ シャ ー の 中 、 沈 燕 は も う 面 え 続 ける こと が で き な く な っ た 。 退 職 後 、 彼 女 は 何 年 も 前 に 両親 が 設立 
し た 貿易 会 社 に 就職 し た が 、 こ の よう な 「 里 帰り 」 は 、 党 ① 政 治 的 人 脈 を 親 の 会 社 の ビジ ネス に 活用 で きる と い 
つ 両 親 の 期待 に 治 つ うこ と は で き な か っ た 。 彼女 は 「 両 親 は 間違い な く 私 に 失望 し て いま す が 、 あん な 火 中 の 粟 を 
拾う よう な こと は で きま せん 。 私 は 絶対 に あの 炎 に は 近づき た だ たく な いで す 」 と 語っ た 。 


呉 佳 も 「 以 中 の 栗 」 と いう た と え に 思 うと ころ が ある 。 「 党 に 従わ な いと 生き て いけ な いと いう 職業 柄 、 高 学歴 
者 が 珍し く な く な っ た 今 、 能 力 そ の も の より も 能力 以外 の 資質 の 方 が 重要 に な っ て いま す 。 私 が 博士 号 試験 を 受 
けた と き 、 結 局 、 学 歴 ロ ンダ リン グ の 受験 生 に 負け まし た 。 そ れ が いい 証拠 で す 。 今 後 も マル クス 主義 の 香 板 を 
掲げ 続け たつ と すれ ば 、 党 内 で 頼り に な る 上 級 幹 部 の 後ろ 盾 が 見 つか る まで は 、 党 の 暗黙 の ルー ル を 受け 入れ 、 
秩序 に 従わ の な けれ ば な ら な いで し ょ う 」。 


楊 大 力 は 「 今 日 の 中 国 で は 、 マ ルク ス 主 義 大 学院 に いれ ば 、 政 治 的 昇進 、 国 家財 政 に よる 支援 、 国 内 トッ プ の 雑 
誌 に 寄稿 する 機会 な ど 、 他 の 学問 分 野 よ り も 有利 な 点 は ある で し ょ う 」 と 率直 に 述べ だ 。 こ れ ら の 誘惑 に より 、 
将来 マル クス 主義 の 学問 分 野 の 構築 が 学術 研究 の 分 野 よ り も 、 よ り の 政治 に 近く な る の は 間違い な い 。 


し か し 楊 大 力 は 、 この 状況 が 持続 可能 か どう が 疑問 を 抱い て いる 。 「 マ ルク ス 主 義 大 学院 の 急速 な 発展 は 、 学術 
界 に 対す る 国家 の 財政 支援 に か か っ て いま す 。 資金 が 注入 され 続け れ ば 、 外 部 の 世界 が 目 に する も の は 、 良 好 な 
雇用 め 高 福祉 な どの 育 定 的 な フィ ー ド バッ ク と な る で し ょ う 。 し か し 、 ぞ その 前 提 の 下 で は 、 限 られ た 国家 資源 の 
中 で 、 中 国 の 人 口 は 減少 し 続け る た め 、 マ ルク ス 主 義 大 学院 の 卒業 生 の 供給 は 必然 的 に 減少 し 、 卒 業 生 が 就職 を 
望ん で も 困難 に な る 可能 性 が ある で し ょ う 。 小 中 学校 で 選 想 担当 の 教師 と し て 働く こと は で きま す が 、 教師 の 仕 
事 が 以前 と 同じ よう に 安定 する か どう か も 疑問 で す 。 こ うし た こと すべ て が 、 マ ルク ス 主 義 大 学院 に 対す る 国民 
の これ まで の 態度 を 変え る か も し れ ま せん 」。 楊 大 力 の 考え で は 、 す べ て は 労働 力 市 場 の テー スト に 耐え られ る か 
どう か と いう こと に な る 。 


友人 や クラ ス メ ー ト に 励ま され て 、 楊 柳 は 市 場 に 合わ せ て 自分 の キャ リア を 再 計 画 し よう と 考え た 。 「 私 は 、 実 
務 収 理学 の 修士 号 を 取得 する た だ ため に さら に 勉強 する 予定 で す 。 勉強 を 終え た ら 、 公 立 学校 で 届 理 カウ ン セ ラー と 
し て 働く こと が で きま す 」。 彼 女 の 決断 は 、 確 か に 過去 2 年 間 の 市 場 デ ー タ に 基づい て いる 。 と いう の も 、 中 
国 の 十 代 の 若者 の うつ 病 発 症 率 は 20%% を 超え て お り 、 青 少年 の つつ 病 患 者 の 50% は 在 校生 だ と いう 報道 も あ 
る か ら だ 。 楊 柳 に よる と 、 こ れ は キャ リア へ の 「 道 筋 」 だ と いう つ 。 


「 十 代 の 若者 た ちの 精神 的 健康 問題 を 解決 する た め に 小 中 学 校 で 届 理 カウ ン セ ラー と し て 働く こと は 、 子ども た 
ち に イデ オロ ギー や 政治 教育 を する より も 価値 が あめ る と お も いま せん か 」 と 彼女 は 語っ た 。 


本 人 の 希望 に より 呉 佳 、 楊 柳 、 李 紹 元 、 李 葛 実 、 沈 燕 は 化 名 に し まし た 。 


